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(57)【要約】
【課題】角質、皮脂または化粧の残りなどを効率よく除
去することが可能な美容処理装置を提供すること。
【解決手段】美容処理装置が、底部と、この底部に接続
され第１の縁部を備える第１の側部と、前記底部に接続
されかつ前記第１の側部より外側に突出し第２の縁部を
備える第２の側部と、開口部と、を有する容器と、前記
底部に接触する超音波振動子とを具備する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　底部と、この底部に接続され第１の縁部を備える第１の側部と、前記底部に接続されか
つ前記第１の側部より外側に突出し第２の縁部を備える第２の側部と、開口部と、を有す
る容器と、
　前記底部に接触する超音波振動子と、
を具備する美容処理装置。
【請求項２】
　前記底部からの前記第２の縁部までの高さが、前記底部からの前記第１の縁部までの高
さよりも高いことを特徴とする請求項１に記載の美容処理装置。
【請求項３】
　前記底部を基準とする前記第２の側部の立ち上がり角度が、９０°より小さいことを特
徴とする請求項１または２に記載の美容処理装置。
【請求項４】
　前記第２の側部が、先細り形状を有することを特徴とする請求項１ないし３のいずれか
一項に記載の美容処理装置。
【請求項５】
　前記第２の縁部が、丸みを帯びた先端部を有することを特徴とする請求項１ないし４の
いずれか一項に記載の美容処理装置。
【請求項６】
　前記底部が略円板形状であることを特徴とする請求項１ないし５のいずれか一項に記載
の美容処理装置。
【請求項７】
　前記第１及び第２の側部が一体的に略涙滴形状であることを特徴とする請求項１ないし
６のいずれか一項に記載の美容処理装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、美容処理装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から弾性を有する薄い金属の板と、この金属の板を振動させる超音波振動子を備え
る美容装置が知られている。この美容装置では、振動する金属の板を使用者の肌面に当接
させることで、肌面に付着している角質、皮脂または化粧の残りを除去することができる
（ピーリングトリートメント）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００８－２６４４７０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記したような美容装置において、角質、皮脂または化粧の残りなどを効率よく除去し
たいという要望がある。
【０００５】
　本発明は、係る従来の課題を解決するためになされたものであり、角質、皮脂または化
粧の残りなどを効率よく除去することが可能な美容処理装置を提供することを目的とする
。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
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　実施形態の美容処理装置は、底部と、この底部に接続され第１の縁部を備える第１の側
部と、前記底部に接続されかつ前記第１の側部より外側に突出し第２の縁部を備える第２
の側部と、開口部と、を有する容器と、前記底部に接触する超音波振動子と、を具備する
。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】第１の実施形態の美容処理装置１の斜視図。
【図２】図１に示した美容処理装置１のＡ-Ａ断面図。
【図３Ａ】美容処理装置１が備える美容処理部４０の斜視図。
【図３Ｂ】図３Ａに示した美容処理部４０を上から見た平面図。
【図３Ｃ】図３Ｂに示した美容処理部４０のＡ-Ａ断面図。
【図４】制御回路基板５０の機能を示すブロック図。
【図５Ａ】美容処理装置１の第１の使用例を説明する概略図。
【図５Ｂ】美容処理装置１の第２の使用例を説明する概略図。
【図５Ｃ】美容処理装置１の第３またはその他の使用例を説明する概略図。
【図６Ａ】第２の実施形態に係る美容処理装置２の一部の断面図。
【図６Ｂ】図６Ａに示した美容処理部２４０の斜視図。
【図７Ａ】第３の実施形態に係る美容処理装置３の一部の断面図。
【図７Ｂ】図７Ａに示した美容処理部３４０の斜視図。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　以下、図面を参照して、本発明の実施形態を詳細に説明する。
（第１の実施形態）
【０００９】
　図１は、この第１の実施形態の美容処理装置１の斜視図である。図２は、図１に示した
美容処理装置１のＡ-Ａ断面図である。図３Ａは、美容処理装置１が備える美容処理部４
０の斜視図である。図３Ｂは、図３Ａに示した美容処理部４０を上から見た平面図である
。図３Ｃは、図３Ｂに示した美容処理部４０のＡ-Ａ断面図である。
【００１０】
　図１に示すように、美容処理装置１は、筐体１０、スイッチ群２０、超音波振動子３０
、美容処理部４０及び制御回路基板５０を備える。美容処理装置１は、商用電源から電力
を得ることができる。美容処理装置１は、二次電池を備えることもできる。美容処理装置
１では、超音波振動子３０によって振動が与えられた美容処理部４０によって肌面に詰ま
った角質、皮脂または化粧の残りなどを除去することができる。
（筐体１０について）
【００１１】
　筐体１０は、表面１１、表面１１の反対側の裏面１２、表面１１と裏面１２を接続する
側面１３、及び、表面１１に設けられた開口１４備える。筐体１０は、プラスチックを射
出成形することによって形成される。筐体１０は、使用者（施術者，被施術者）に握られ
る。
【００１２】
　表面１１には、スイッチ群２０が配設される。使用者が、スイッチ群２０を操作するこ
とによって、超音波振動子３０の振動がＯＮまたはＯＦＦされる。表面１１には、液晶デ
ィスプレイを配設することもできる。液晶ディスプレイは、例えば、美容処理装置１のメ
インスイッチがＯＮであることを示すアイコンや二次電池の電池残量を表示する。
（超音波振動子３０について）
【００１３】
　図２に示すように、超音波振動子３０は、平坦面３０ａ及びこの平坦面３０ａの反対側
の平坦面３０ｂを有している。超音波振動子３０は、直方体形状またはリング形状を有し
ていてもよいが、この実施形態では、円柱形状を有する。
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　超音波振動子３０は、圧電部材である。超音波振動子３０は、酸化チタンや酸化バリウ
ムなどで構成される。超音波振動子３０の振動形態を複雑にしたり、剛性を高めたりする
ために、弾力性のあるステンレス鋼板または銅板、または、軽量硬質のアルミ、チタンま
たはジュラルミンなどの金属板を超音波振動子３０に張り合わせることもある。
【００１４】
　超音波振動子３０は、２０～４５［ｍｍ]程度の直径を有する。超音波振動子３０は、
１～４［ｍｍ]程度の厚みを有する。
【００１５】
　超音波振動子３０は、制御回路基板５０から交流電圧を印加されると、逆圧電効果によ
って機械的に変位して振動する。この実施の形態では、超音波振動子３０は、平坦面３０
ａの面方向（図２の矢印Ａ１参照。）に振動する。
【００１６】
　超音波振動子３０は、２０～１２０［ｋＨｚ］で振動できる。超音波振動子３０は、７
０［ｋＨｚ］程度で振動することが最も望ましい。超音波振動子３０が、７０［ｋＨｚ］
程度で振動する場合に、毛穴に詰まった角栓、皮脂または化粧残りを最も効率よく除去す
ることができる。
【００１７】
　超音波振動子３０は、ねじや接着剤（図示せず）によって、美容処理部４０に取り付け
られる。この実施形態では、接着剤によって超音波振動子３０の平坦面３０ａが、美容処
理部４０と固定される。
（美容処理部４０について）
【００１８】
　美容処理部４０は、容器である。美容処理部４０は、底面部１４１、側面部１４２及び
開口部１４３を有する。美容処理部４０は、ステンレスやアルミなどの合金を板金加工し
たり、押し出し成型したりすることによって形成される。美容処理部４０は、超音波振動
子３０によって振動が加えられて振動する。
【００１９】
　美容処理部４０は、底面部１４１が筐体１０の開口１４を塞ぐようにして、接着剤６０
によって開口１４の縁部に取り付けられる。接着剤６０は、防水性能を有することが望ま
しい。
　底面部１４１は、第１の面１４１ａ及びこの第１の面１４１ａの反対側の第２の面１４
１ｂを有する。底面部１４１は、略円板形状を有する。
　第２の面１４１ｂの略中央部には、超音波振動子３０が取り付けられる。第２の面１４
１ｂの縁部は、表面１１と接触する。
【００２０】
　図３Ａ及び３Ｂに示すように、側面部１４２は、第１の面１４１ａを囲う。側面部１４
２は、全体として略涙滴形状を有する。すなわち、側面部１４２は、先細り形状を有する
。側面部１４２は、第１の壁部１４２ａ（第１の側部）及び第２の壁部１４２ｂ（第２の
側部）を有する（図３Ｂの破線Ｌ１及び２点鎖線Ｌ２でそれぞれ囲まれた部位を参照。）
。
【００２１】
　第１の壁部１４２ａは、全体として略Ｃ字形状を有する。図３Ｃに示すように、第１の
壁部１４２ａは、底面部１４１に対して所定の角度θ１を持っている。角度θ１は、底面
部１４１を基準（図３Ｃに示した基準線Ｃ１参照。）としたときの第１の壁部１４２ａの
立ち上がり角度である。角度θ１は、８０°以上９０°以下の範囲であることが望ましい
。この実施の形態では、第１の壁部１４２ａは、底面部１４１から略９０°で立ち上がっ
ている。
【００２２】
　図３Ｂに示すように、第２の壁部１４２ｂは、側面部１４２における上記した「先細り
」の部位である。第２の壁部１４２ｂは、縁部（第２の縁部）が、第１の壁部１４２ａの



(5) JP 2016-137116 A 2016.8.4

10

20

30

40

50

縁部（第１の縁部）よりも底面部１４１の外側に向かって突出している。
【００２３】
　第２の壁部１４２ｂは、先端部（図３Ｂ中の符号Ｄ参照。）が円弧状に丸みを帯びてい
る。このことによって、先端部Ｄを使用者の肌に当接させた際に、使用者が痛みを感じる
ことを防止することができる。図３Ｃに示すように、第２の壁部１４２ｂは、底面部１４
１に対して所定の角度θ２を持っている。角度θ２は、底面部１４１を基準としたときの
第２の壁部１４２ａの立ち上がり角度である。角度θ２は、０°より大きく９０°以下で
ある。角度θ２は、４５°以上９０°未満の範囲であることが望ましい。
（美容処理部４０の寸法について）
【００２４】
　美容処理部４０は、以下の（１）～（５）の要素を勘案して、各部位の所定の肉厚及び
長さ（図３Ｃ中の符号ｔ１、Ｌ１、Ｌ２及びＬ３参照。）が決定される。
（１）美容処理部４０の振動強度。
（２）美容処理装置１の全体の重量バランス。
（３）美容処理装置１の全体の重さ。
（４）美容処理部４０を使用者の肌面に当てたときに使用者の肩やひじにかかる負担。
（５）製造時の歩留まりの向上。
【００２５】
　例えば、底面部１４１、第１の壁部１４２ａ及び第２の壁部１４２ｂのそれぞれの肉厚
ｔ１は、０.２～１［ｍｍ]程度が望ましい。第２の面１４１ｂの長さＬ１は、超音波振動
子３０の接着のしやすさを勘案して、超音波振動子３０の直径の１.１倍～１.５倍程度が
望ましい。すなわち、長さＬ１は、２２～６７［ｍｍ]程度が望ましい。第２の面１４１
ｂが円形状の場合、長さＬ１は、第２の面１４１ｂの直径である。
【００２６】
　第１の壁部１４２ａの長さＬ２（第２の面１４１ｂから第１の壁部１４２ａの縁部まで
の最短距離）は、５～２０［ｍｍ]程度が望ましい。
　第２の壁部１４２ｂの長さＬ３（第２の面１４１ｂから第２の壁部１４２ｂの先細って
いる最先端部の縁部までの最短距離）は、５～３０［ｍｍ］程度が望ましい。
【００２７】
　美容処理部４０は、長さＬ２及びＬ３が異なるように形成されることが望ましい。長さ
Ｌ２及びＬ３が異なることによって、第１の壁部１４２ａと第２の壁部１４２ｂは、それ
ぞれ異なった振動数で振動する。第１の壁部１４２ａと第２の壁部１４２ｂがそれぞれ異
なった振動数で振動することによって、美容処理部４０は、異なった振動数の刺激を使用
者の肌面に与えることができる。なお、第１の壁部１４２ａと第２の壁部１４２ｂのそれ
ぞれの肉厚ｔ１をそれぞれ異ならせることでも第１の壁部１４２ａと第２の壁部１４２ｂ
は、それぞれ異なった振動数で振動する。
（制御回路基板５０について）
【００２８】
　次に図４を用いて制御回路基板５０について説明する。図４は、制御回路基板５０の機
能を示すブロック図である。
【００２９】
　図４に示すように、制御回路基板５０は、電源部５１、振動制御部５２、メモリ部５３
、操作検知部５４、及び、これらを制御する制御部５５を有する。
　電源部５１、振動制御部５２、メモリ部５３、操作検知部５４及び制御部５５は、制御
回路基板５０上に配設された電子素子（例えば、コンデンサ、コイル、ＩＣチップ、メモ
リチップ）によって実現される。
【００３０】
　電源部５１には、商用電源または二次電池から電気が供給される。電源部５１は、電源
回路を有しており、供給された電気に対して種々の変換を行う。この変換は、例えば、Ａ
Ｃ‐ＤＣ変換であったり、電圧変換（昇圧または降圧）であったりする。電源部５１は、
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変換した電気を振動制御部５２、メモリ部５３、操作検知部５４及び制御部５５にそれぞ
れ供給する。
【００３１】
　振動制御部５２は、超音波振動子３０に交流電圧を印加して、超音波振動子３０の振動
をＯＮまたはＯＦＦする。振動制御部５２は、交流電圧信号を生成する発振回路を備える
。振動制御部５２は、周波数が２０～１２０［ｋＨｚ］程度であり、電圧値（ピーク-ピ
ーク値）が１００～３００［Ｖ］程度の交流電圧を超音波振動子３０に印加することがで
きる。
【００３２】
　メモリ部５３には、美容処理装置１が動作するためのファームウェアが予め記憶される
。操作検知部５４は、使用者によるスイッチ群２０の操作を検知する。操作検知部５４は
、検知した使用者の操作に対応する検知信号を制御部５５に送信する。
【００３３】
　制御部５５は、操作検知部５４から出力された検知信号を受信する。制御部５５は、受
信した検知信号に基づいて、例えば、振動制御部５２を制御する。この結果、超音波振動
子３０の振動がＯＮまたはＯＦＦされる。
（使用例及び効果）
【００３４】
　次に図５Ａ、５Ｂ及び５Ｃを参照して、美容処理装置１の使用例及び効果を説明する。
図５Ａは、美容処理装置１の第１の使用例を説明する概略図である。図５Ｂは、美容処理
装置１の第２の使用例を説明する概略図である。図５Ｃは、美容処理装置１の第３または
第４の使用例を説明する概略図である。
（１）第１の使用例
【００３５】
　図５Ａは、第２の壁部１４２ｂの先端部Ｄを正面から見た状態を示している。使用者は
、第１の壁部１４２ａ及びまたは第２の壁部１４２ｂの縁部を使用者の肌面Ｓ（例えば、
腕）に当接させて、美容処理装置１を図５Ａの矢印Ａ２の方向に移動させる。
【００３６】
　超音波域の周波数で振動する第１の壁部１４２ａ及びまたは第２の壁部１４２ｂの縁部
が、肌面上を移動しながら、肌面に付着している角質、皮脂または化粧の残りなどを削る
ようにして除去していく。このとき、毛穴の中にある角質、皮脂または化粧の残りも第１
の壁部１４２ａ及びまたは第２の壁部１４２ｂの振動によって叩き出されるように排出さ
れる。
【００３７】
　第１の壁部１４２ａによる角質、皮脂または化粧の残りの除去を詳述すると、まず進行
方向側（矢印Ａ２側）の第１の壁部１４２ａの縁部によって、角質、皮脂または化粧の残
りなどを除去することができる（第１の除去）。美容処理装置１をさらに進行方向に動か
すと、底面部１４１を挟んだ反対側の第１の壁部１４２ａの縁部によって、進行方向側の
第１の壁部１４２ａでは除去できなかった角質、皮脂または化粧の残りなどを除去するこ
とができる（第２の除去）。
【００３８】
　第２の壁部１４２ｂによる角質、皮脂または化粧の残りの除去も同様である。すなわち
、進行方向側（矢印Ａ２側）の第２の壁部１４２ｂの縁部と、第２の壁部１４２ｂの最先
端部Ｄ１を挟んだ反対側の第２の壁部１４２ｂの縁部によって、上記第１及び第２の除去
を行うことができる。
（２）第２の使用例
【００３９】
　図５Ｂは、美容処理装置１を横側から見た状態を示している。使用者は、第１の壁部１
４２ａ及び第２の壁部１４２ｂの縁部を使用者の肌面Ｓに当接させて、美容処理装置１を
図５Ｂの矢印Ａ３の方向の移動させる。



(7) JP 2016-137116 A 2016.8.4

10

20

30

40

50

【００４０】
　この結果、超音波域の周波数で振動する第１の壁部１４２ａ及び第２の壁部１４２ｂの
縁部が、肌面上を移動しながら、肌面に付着している角質、皮脂または化粧の残りなどを
削るように除去していく。このとき、毛穴の中にある角質、皮脂または化粧の残りも第１
の壁部１４２ａ及び第２の壁部１４２ｂの振動によって叩き出されるように排出される。
【００４１】
　この第２の使用例によれば、まず進行方向側（矢印Ａ３側）の第２の壁部１４２ｂによ
って、角質、皮脂または化粧の残りなどを除去することができる（第３の除去）。美容処
理装置１をさらに進行方向に動かすと、第１の壁部１４２ａによって、第２の壁部１４２
ｂでは除去できなかった角質、皮脂または化粧の残りなどを除去することができる（第４
の除去）。
（３）第３の使用例
【００４２】
　図５Ｃは、使用者の顔を正面から見た状態を示している。また、図５Ｃは、美容処理装
置１の裏面１２を正面から見た状態を示している。
　例えば、小鼻（鼻翼：鼻のあたまの両側のふくれている部分。図５Ｃの符号「Ｎｗ」参
照。）の脇の部分の溝になっている部位や、目頭付近などの凹凸が激しい部位の角質、皮
脂または化粧の残りなどを除去したい場合がある。ここでは、一例として小鼻の脇の溝に
なっている部分の角質、皮脂または化粧の残りなどを除去する場合について説明する。
【００４３】
　使用者は、美容処理部４０の第２の壁部１４２ｂの最先端部Ｄ１を小鼻の脇の溝になっ
ている部位に当接させる。第２の壁部１４２ｂは、先細り形状を有しているため、このよ
うな溝になっている部位に対して最先端部Ｄ１を容易に当接させることができる。
【００４４】
　使用者は、美容処理装置１を小鼻の輪郭に沿って移動させる。この結果、超音波域の周
波数で振動する第２の壁部１４２ｂの縁部が、肌面上を移動しながら、肌面に付着してい
る角質、皮脂または化粧の残りなどを削るように除去していく。
　このとき、毛穴の中にある角質、皮脂または化粧の残りも第２の壁部１４２ｂの振動に
よって叩き出されるように排出される。
【００４５】
　この第３の使用例によれば、第１の使用例と同様に、進行方向側の第２の壁部１４２ｂ
によって、角質、皮脂または化粧の残りなどを除去することができる（第５の除去）。そ
して、進行方向側の第２の壁部１４２ｂの縁部では除去できなかった角質、皮脂または化
粧の残りなどを第２の壁部１４２ｂの中央部Ｄ１を挟んだ反対側の第２の壁部１４２ｂの
縁部で除去することができる（第６の除去）。
【００４６】
　以上のように、美容処理装置１によれば、上記した第１及び第２の除去、第３及び第４
の除去、第５及び第６の除去によって、美容処理装置１の肌面上の移動の回数が少なくて
も角質、皮脂または化粧の残りなどを短い時間で充分に除去することができる。したがっ
て、皮脂または化粧の残りなどを効率よく除去することが可能となる。ここで「効率よく
」とは、美容処理装置１が角質、皮脂または化粧の残りなどを除去するのにかかる時間が
短縮されることや美容処理装置１が１回の肌面上での移動で除去できる角質、皮脂または
化粧の量が向上することを指す。
【００４７】
（４）その他の使用例
　使用者が、最先端部Ｄ１で小鼻の溝部内を掻くように、美容処理装置１を動かすことで
、超音波域の周波数で振動する第２の壁部１４２ｂの縁部によって、溝部内の角質、皮脂
または化粧の残りなどを掻き出すようにして除去することもできる（第７の除去）。
（第２の実施形態）
【００４８】
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　次に、第２の実施形態に係る美容処理装置２を図６Ａ及び図６Ｂに基づき説明する。図
６Ａは、美容処理装置２の一部の断面図である。図６Ｂは、美容処理部２４０の斜視図で
ある。図６Ａ及び図６Ｂにおいて、図１～図５Ａ、５Ｂ及び５Ｃに示した第１の実施形態
中の構成要素と同一の構成要素については、同一の符号を付与し、詳細な説明を省略する
。
【００４９】
　図６Ａは、美容処理装置２が有する筐体２１０の一部の断面及び図６Ｂに示された美容
処理部２４０のＡ‐Ａ断面を示している。
　図６Ａに示すように、美容処理装置２は、筐体２１０及び美容処理部２４０を有する。
　筐体２１０は、第１の実施形態の筐体１０と対応する。筐体２１０は、表面２１１、表
面２１１の反対側の裏面２１２、表面２１１と裏面２１２を接続する側面２１３、及び、
表面２１１に設けられた凹部２１４を備える。ここでは図示を省略したが、筐体２１０に
は制御回路基板５０が収容される。
【００５０】
　裏面２１２は、孔２１５を有する。孔２１５には、ねじ２５０が挿入される。凹部２１
４は、図１及び図２に示した開口１４と対応する開口２１４ａ、内壁部２１４ｂ及び底部
２１４ｃを有する。
【００５１】
　美容処理部２４０は、第１の実施形態の美容処理部４０と対応する。美容処理部２４０
は、底面部１４１、側面部１４２、開口部１４３及び接続部２４１を有する。
【００５２】
　接続部２４１は、略円筒形状を有する。接続部２４１は、プラスチック（例えば、ＰＢ
Ｔ：ポリブチレンテレフタレート）で構成される。接続部２４１は、開口２１４ａの直径
よりも小さい外径を有する。接続部２４１は、底面部１４１の面方向に直交するように、
底面部１４１の第２の面１４１ｂから突出する。接続部２４１は、縁部２４１ａを有する
。
【００５３】
　縁部２４１ａは、底部２１４ｃと接触する。縁部２４１ａは、ねじ２５０によって、筐
体２１０にねじ止めされる。結果として、美容処理部２４０が、筐体２１０に固定される
。このとき、開口部２１４ａは、第２の面１４１ｂによって塞がれる。ここで、水が筐体
２１０内部に入ることを防止するために、第２の面１４１ｂと表面２１１の隙間を、例え
ば防水用の接着剤で埋めることが望ましい。
【００５４】
　以上のような構成を有する美容処理部２４０は、アルミ合金である底面部１４１と、プ
ラスチックである接続部２１４を一体成型（例えば、射出成形）することにより形成され
る。例えば、少なくとも美容処理部２４０の第２の面１４１ｂにアルマイト処理を施し、
第２の面１４１ｂに多孔質層を形成する。この多孔質層に対して接続部２１４を構成する
溶融したプラスチックを充填する。この結果、第２の面１４１ｂと接続部２１４がアンカ
ー効果によって強固に接合される。
（美容処理装置２の効果について）
【００５５】
　美容処理装置２では、美容処理部２４０を有することにより、角質、皮脂または化粧の
残りなどを効率よく除去することができる。そして、美容処理部２４０が接続部２４１を
有することによって、美容処理部２４０を筐体２１０に確実に固定することができる。
（第３の実施形態）
【００５６】
　次に、第３の実施形態に係る美容処理装置３を図７Ａ及び図７Ｂに基づき説明する。図
７Ａは、美容処理装置３の一部の断面図である。図７Ｂは、美容処理部３４０の斜視図で
ある。図７Ａ及び図７Ｂにおいて、図１～図６Ａ及び６Ｂに示した第１及び第２の実施形
態のそれぞれの構成要素と同一の構成要素については、同一の符号を付与し、詳細な説明
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を省略する。
【００５７】
　図７Ａは、美容処理装置３が有する筐体２１０の一部の断面及び図７Ｂに示された美容
処理部３４０のＡ‐Ａ断面を示している。
　図７Ａに示すように、美容処理装置３は、筐体２１０及び美容処理部３４０を有する。
　美容処理部３４０は、第２の実施形態の美容処理部２４０と対応する。美容処理部３４
０は、底面部１４１、側面部１４２、開口部１４３及び接続部３４１を有する。
【００５８】
　接続部３４１は、ゴム部３４２及び固定部３４３を有する。接続部３４１は、全体とし
て略円筒形状を有する。接続部３４１は、底面部１４１の面方向に直交するように、底面
部１４１の第２の面１４１ｂから突出する。
【００５９】
　ゴム部３４２及び固定部３４３は、第２の面１４１ｂから順に積層される。ゴム部３４
２及び固定部３４３は、それぞれ略円筒状を有している。ゴム部３４２及び固定部３４３
のそれぞれの外径は、互いに略同一である。ゴム部３４２及び固定部３４３のそれぞれの
外径は、開口２１４ａの直径よりも短い。
【００６０】
　ゴム部３４２は、シリコーンゴムで構成される。固定部３４３は、プラスチックで構成
される。固定部３４３は、縁部３４３ａを有する。縁部３４３ａは、底部２１４ｃと接触
する。縁部２４１ａは、ねじ２５０によって、筐体２１０にねじ止めされる。結果として
、美容処理部３４０が、筐体２１０に固定される。
【００６１】
　以上のような構成を有する美容処理部３４０は、金属である底面部１４１と、ゴム部３
４２及び固定部３４３を一体成型することにより形成される。例えば、第２の面１４１ｂ
とゴム部３４２、及び、ゴム部３４２と固定部３４３がそれぞれ加硫接着される。この結
果、第２の面１４１ｂとゴム部３４２、及び、ゴム部３４２と固定部３４３がそれぞれ強
固に接着される。
（美容処理装置３の効果について）
【００６２】
　美容処理装置３では、美容処理部３４０を有することにより、角質、皮脂または化粧の
残りなどを効率よく除去することができる。そして、美容処理部３４０が接続部３４１を
有することによって、美容処理部３４０を筐体２１０に確実に固定することができる。美
容処理装置３では、ゴム部３４２が、超音波振動子３０の振動を吸収する。この結果、筐
体２１０に超音波振動子３０の振動が、過度に伝わってしまうことを防止することができ
る。結果として、筐体２１０の振動により使用者が不快感を覚えてしまうことを防止する
ことができる。なお、美容処理装置３では、筐体２１０の表面２１１と第２の面１４１ｂ
との間にも超音波振動子３０の振動を吸収するゴム材を配設することが望ましい。
（変形例）
【００６３】
　以上、第１～第３の実施形態を具体的に説明したが、本発明は、上記の実施形態に限定
されるものではなく、実施段階ではその要旨を逸脱しない範囲で構成要素をさらに変形し
て具現化できる。また、上記の実施形態に開示されている複数の構成要素の適宜な組み合
わせにより、種々の発明を形成できる。例えば、実施形態に示される全構成要素から幾つ
かの構成要素を削除してもよい。さらに異なる実施形態にわたる構成要素を適宜組み合わ
せてもよい。
【００６４】
　以下、いくつかの変形例を説明する。
　図１などに示した美容処理装置１において、美容処理部４０を、筐体１０に対して取り
外し可能に取り付けてもよい。このとき、美容処理部４０に替えて、多量の毛が植えられ
た円盤型のブラシを第２の美容処理部として筐体１０に取り付けるようにしてもよい。こ
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方向に振動（往復運動）させたりしてもよい。回転または振動する円盤型のブラシを使用
者の肌面に当接することによって、肌面に対してマッサージやクレンジングを施すことが
できる。美容処理装置２及び３も同様である。モータは、制御回路基板５０の制御部５５
によって制御される。
【００６５】
　超音波振動子３０は、径方向に振動するものではなく、厚み方向に振動するものでもよ
い。
【００６６】
　図６Ａ及び図６Ｂに示した美容処理装置２において、第２の面１４１ｂと接続部２４１
を接着剤やねじで互いに固定してもよい。接続部２４１を金属で形成してもよい。この場
合、第２の面１４１ｂに対して接続部２４１を溶接することができる。同様に図７Ａ及び
図７Ｂに示した美容処理装置３において、第２の面１４１ｂとゴム部３４２、及び、ゴム
部３４２と固定部３４３を接着剤やねじでそれぞれ固定してもよい。
【００６７】
　美容処理装置２において、筐体２１０及び美容処理部２４０に係止機構をそれぞれ設け
てもよい。この場合、筐体２１０は、孔２１５及びねじ２５０を有しなくてよい。係止機
構によって、美容処理部２４０と筐体２１０を互いに固定することができる。
【００６８】
　係止機構として、美容処理装置２には、接続部２４１の外周面及び凹部２１４の表面に
互いに対応（螺合）する一対のねじ溝が、それぞれ設けられる。
　係止機構として、美容処理装置２には、接続部２４１の外周面に棒状またはフランジ状
の突起を設け、凹部２１４の表面にこの突起と係合する溝がそれぞれ設けられる。この突
起と溝が摩擦力により係合することによって、筐体２１０に対して美容処理部２４０を固
定することができる（バヨネット接続）。
　同様に、美容処理装置３において、固定部３４３やゴム部３４２のそれぞれの外周面に
係止機構を設けてもよい。
【符号の説明】
【００６９】
１，２，３…美容処理装置、１０，２１０…筐体、２０…スイッチ群、３０…超音波振動
子、４０，２４０，３４０…美容処理部、５０…制御回路基板、５１…電源部、５２…振
動制御部、５３…メモリ部、５４…操作検知部、５５…制御部、６０…接着剤、１４１…
底面部、１４２…側面部、１４３…開口部、２４１，３４１…接続部、３４２…ゴム部、
３４３…固定部。
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